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再
生
可
能
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

買
い
取
り
制
度
の
落
と
し
穴

吉
村
　
和
就

鬱
諏
幼彩
月″爆
総
‐代ご

～

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
～

福
島
原
発
事
故
以
来
、
再
生
可
能
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
が
毎
日
、
新
聞
紙
上
等
で
取
り
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
特
に
太
陽
光
発
電
、
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
が
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
府
に

よ
る
再
生
可
能
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
買
い
取
り
制
度

（Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
平
成
二
十
四
年
七
月

一
日
か
ら
始

ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
制
度
の
目
的
は

「国
民
全
体
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
育
て
よ
う
」
と
す

る
仕
組
み
で
、
①
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高
め
る
、
②
地
球
温
暖
化
対
策
の
促

進
、
③
日
本
の
未
来
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
育
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

で
は

「太
陽
光
発
電
は
、
こ
の
制
度
下
で
は
十
年
で
採
算
が
取
れ
る
」
な
ど
と
ソ
ー
ラ
ー
ブ
ー
ム
を
煽

っ

て
い
る
。
事
実
本
年
七
月
の

一
か
月
間
に
買
い
取
り
制
度
で
認
定
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
全
国

で
三
万
件
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
固
定
買
い
取
り
制
度
に
は
経
済
的
、
技
術
的
に
も
大
き
な
落

と
し
穴
が
待
ち
構
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
な
ら
な
い
。

固
定
買

い
取
り
制
度

の
仕
組
み

こ
の
制
度
は
す
で
に
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
太
陽
光
、
水
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

っ
て
発
電
さ
れ
た
電
力
を
電
力
会
社
が

一
定
の
期
間
、　
一
定
の
価
格
で
買
い
取

る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
制
度
で
あ
る
。
今
回
の
制
度
で
は
、
例
え
ば
太
陽
光
発
電
の
買
い
取
り
価
格
は
、

一
〇
即
以
上
の
時
は
四
二
円
／
即
で
二
十
年
間
、　
一
〇
則
未
満
で
は
四
二
円
／
即
で
十
年
間
買
い
取
り
、

ま
た
風
力
発
電
に
お
い
て
は
二
〇
則
以
上
は
二
三

。
一
円
／
即
で
二
十
年
間
、
二
〇
Ⅲ
未
満
で
は
五
七

・

七
五
円
で
二
十
年
間
買
い
取
り
な
ど
で
あ
る
。

電
力
会
社
の
通
常
火
力

（例
Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
）
発
電
単
価
は
、
約

一
〇
円
／
酬
で
あ
る
が
、
な
ぜ
電
力
会

社
は
四
倍
以
上
で
高
く
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
は
民
間
の
発
電
者
か
ら
購
入
し
た
電
力
量
に

応
じ
、
最
終
ユ
ー
ザ
ー

（国
民
）
か
ら
賦
課
金

（再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
買
い
取
る
た
め
の
費
用
）
と

し
て
必
ず
徴
収
で
き
る
か
ら
だ
。
い
く
ら
高
く
し
て
も
最
後
は
す
べ
て
国
民
の
負
担
に
転
化
で
き
電
力
会

社
は
、
ま

っ
た
く
損
失
が
生
じ
な
い
う
ま
い
仕
組
み
で
あ
る
。

固
定
買

い
取
り
制
度

の
落
と
し
穴

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
説
明
で
は
、
買
い
取
り
価
格
は
毎
年
見
直
し
を
行
う
が
、　
一
度
買
い
取
り
契
約
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を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
条
件
が
保
持
さ
れ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
信
じ
て
多
く
の
民
間
発
電

事
業
者
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
参
入
し
て
い
る
。
し
か
し
貯
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
電
力
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
に
電
力
会
社
は
多
く
の
拒
否
権
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
拒
否
権
は
ほ
と
ん
ど
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て

い
な
い
。
発
電
事
業
者
は
契
約
時
に
、
厳
し
く
電
力
会
社
か
ら
そ
の
履
行
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。買

い
取
り
拒
否

拒
否
権
の
第

一
は
買
い
取
り
の
拒
否
で
あ
る
。
項
目
と
し
て
①
追
加
的
費
用
の
負
担
。
発
電
事
業
者
は

電
力
会
社
に
翌
日
の
供
給
量
を
前
日
に
通
告
す
る
義
務
が
あ
り
、
仮
に
実
際
の
発
電
量
が
通
告
よ
り
下
回

っ
た
場
合
に
は
、
不
足
し
た
電
力
分
の
補
給
料
金

（補
償
金
）
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。
仮
に
こ
の
費
用

を
負
担
す
る
契
約
に
合
意
し
な
い
場
合
は
、
電
力
会
社
は
買
い
取
り
を
拒
否
で
き
る
。
民
間
発
電
者
に
し

て
み
れ
ば
リ
ス
ク
を
恐
れ
、
翌
日
の
発
電
量
の
通
告
を
低
め
に
す
る
た
め
に
、
当
然
設
備
投
資
の
回
収
期

間
は
伸
び
る
こ
と
に
な
る
。

②
経
済
的
合
理
性
の
担
保
に
よ
る
拒
否
。
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
不
安
定
な
電
力
を
買
い
取
る

こ
と
に
よ
り
、
電
気
事
業
者

（電
力
会
社
）
が
需
要
家

（電
力
の
ユ
ー
ザ
ー
）
に
対
し
て
経
済
的
に
合
理

的
な
供
給
が
で
き
な
い

（契
約
電
力
の
三
％
以
内
の
変
動
範
囲
）
場
合
は
買
い
取
り
が
拒
否
で
き
る
制
度

で
あ
る
。
再
生
可
能
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
ゆ
く
と
こ
の
買
い
取
り
拒
否
条
項
が
金
科
玉
条

と
な
り
拒
否
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。

接
続
拒
否

も
う

一
つ
の
拒
否
権
は
グ
リ
ッ
ド

（送
電
系
統
）

へ
の
接
続
拒
否
で
あ
る
。
最
も
大
き
な
の
は
、
①
接

続
費
用
の
発
電
事
業
者
の
負
担
で
あ
る
。
こ
れ
は
発
電
設
備
か
ら
電
力
会
社
の
グ
リ
ッ
ド

（送
電
線
）
ま

で
電
源
線
の
敷
設
費
用
は
発
電
事
業
者
側
の
負
担
で
あ
る
。
も
し
距
離
が
長
く
電
圧
降
下
が
考
え
ら
れ
る

場
合
は
、
当
然
発
電
者
が
電
圧
調
整
装
置
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。
も
ち
ろ
ん
発
電
者
が
費
用
の
負
担

を
断

っ
た
場
合
に
は
電
力
会
社
が
買
い
取
り
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
合
意
し
た
と
し
て
送
電

線
や
電
圧
調
整
装
置
の
工
事
は
現
在
の
電
力
会
社
に
発
注
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
こ
れ
ら
の
設
備
に
関
す
る

包
括
的
な
費
用

（機
器
、
保
守
点
検
、
安
全
対
策
な
ど
）
は
民
間
企
業
に
は
ノ
ウ

ハ
ウ
や
査
定
す
る
実
績

や
根
拠
が
な
く
、
電
力
会
社
の
言
い
な
り
で
あ
る
。
そ
の
結
果
発
電
装
置
よ
り
送
電
線
整
備
が
高
く
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
②
出
力
の
抑
制
に
よ
る
接
続
拒
否
、
こ
れ
は
電
力
会
社
が
自
社
管
内
で
電
力
需
要

量
を
上
回
る
再
生
可
能
電
力
が
供
給
さ
れ
た
場
合
に
は
、
受
け
取
る
電
力
出
力
を
八
％
ま
で
抑
制
で
き
る

制
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
い
く
ら
発
電
し
て
も
、
電
力
需
要
が
な
い
場
合
は
八
％
し
か
買
い
取

っ
て
も
ら
え

な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
③
送
電
可
能
量
を
超
過
す
る
接
続
拒
否
。
電
力
会
社
は
買
い
取
る
電
力
の
容
量
が
、

既
設
の
送
電
線
の
容
量
を
超
え
る
場
合
に
は
接
続
拒
否
で
き
る
。
つ
ま
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ロ
ー

カ
ル
や
リ
モ
ー
ト
エ
リ
ア
が
多
い
の
で
、
送
電
線
が
細
け
れ
ば
、
そ
れ
を
理
由
に
接
続
拒
否
が
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
法
的
に
は
接
続
拒
否
に
つ
い
て
は
、
電
力
会
社
は
発
電
者
に
、
そ
の
根
拠
や
代
替

え
案
を
書
面
で
通
知
す
る
義
務
を
負

っ
て
い
る
が
、
民
間
事
業
者
は
各
電
力
会
社
の
根
拠
に
反
論
し
、
そ
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Ⅷ

の
接
続
拒
否
を
覆
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

今
後
、
こ
の
固
定
買
い
取
り
制
度
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
上
記
の
よ
う
な
買
い
取
り
拒
否
や
接
続
拒
否

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

政
策

転
換

の
リ

ス
ク

最
も
大
き
な
リ
ス
ク
は
、
現
在
契
約
し
た
ら
二
十
年
間
は
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
と
し
て
い
る
が
、
仮
に

政
府
が
予
測
し
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
買
い
取
り
量
が
想
定
外
に
拡
大
し
た
場
合
、

家
庭
の
電
気
料
金
へ
の
上
乗
せ
額
が
、
本
年
で
は
八
七
円
／
月
の
負
担
で
あ
る
が
、
二
〇
二
六
年
に
は
上

乗
せ
額
が
五
三
二
円
／
月
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

（農
林
中
金
総
合
研
究
所
試
算
）
こ
の
よ
う
に
な

る
と
国
民
の
不
満
が
増
し
、
政
府
と
し
て
も
、
根
本
的
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
。
今
ま
で
の

政
策
が
反
故
さ
れ
る
事
態
を
招
く
こ
と
で
あ
る
。

買
い
取
り
価
格
が
半
額
に
な
っ
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
発
電
事
業
者
が
生
き
残
れ
な
い
、
な
ぜ
な
ら
平

均
的
な
発
電
単
価
は
三
〇
円
／
則
と
試
算
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
自
身
の
リ
ス
ク

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
カ
タ
ロ
グ
や
営
業
ト
ー
ク
で
定
番
の
フ
レ
ー
ズ
は

「太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
可
動
部
が

な
い
の
で
、
故
障
知
ら
ず
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
必
要
も
な
い
、
二
十
年
以
上
使
え
る
」
と
な

っ
て
い
る
。

カレント寄稿

長
い
間
プ
ラ
ン
ト
商
売
を
し
て
い
た
筆
者
は
、
「本
当
か
な
Ｐ
」
と
疑

っ
て
み
る
と
面
白
い
デ
ー
タ
ー
に

遭
遇
し
た
。
産
業
総
合
研
究
所

（
つ
く
ば
市
）
の
加
藤
レ
ポ
ー
ト

「太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
故
障

。
不
具

合
の
実
際
」
で
あ
る
。

産
総
研
で
は
今
か
ら
八
年
前
の
二
〇
〇
四
年
四
月
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
・
メ
ー
カ
ー
各
社
の
住
宅
用
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
、
出
力
は
全
部
で

一
Ⅲ
。
発
電
に
関
す
る
機
器
は
す
べ
て
住
宅
用
の
シ
ス
テ
ム

（二
百
十
台
）
で
構
成
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
故
障
や
不
具
合
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
十
年
間
は
故
障
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
交
換
割
合
は
二
年
間
の
平

均
で
二
％
に
達
し
、
メ
ー
カ
ー
毎
の
ば
ら
つ
き
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
Ｅ
社
は
パ
ネ
ル
枚

数
四
百
五
枚
中
十
八
枚
交
換

（交
換
率
四

。
四
％
）
、
Ｆ
社
は
二
百
八
十
八
枚
中
、　
一
枚
交
換

（交
換
率

○

。
三
％
）
で
あ
る
。

ま
た
パ
ネ
ル
や
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
含
む
全
体
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
に
よ
る
交
換
は
２
１
０

シ
ス
テ
ム
で
交
換
発
生
率
が
三
二
％
、
す
な
わ
ち
六
十
七
台
を
交
換
し
て
い
る
。
特
に
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
の
不
具
合
が
多
い
、
直
流
か
ら
交
流
に
変
換
す
る
こ
の
部
品
の
劣
化
が
激
し
く
、
時
に
設
置
後

五
年
以
内
に
全
体
故
障
六
十

一
件
の
う
ち
二
十
八
件
発
生
し
て
い
る

（故
障
率
六
二
％
）。

太
陽
光
発
電
メ
ー
カ
ー
は
十
年
間
か
ら
十
五
年
位
保
証
可
能
と
説
明
し
て
い
る
が
、
ブ
ー
ム
に
な
り
つ

つ
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
冷
静
に
将
来
性
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。


